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１．吉野川上流域の概要 
１．１ 吉野川上流域の概要 

吉野川上流域は、高知県土佐町と本山町の境に位置する四国の水がめと呼ばれる

早明浦ダムの上流域、及びその下流で合流する汗見川
あせみがわ

流域、地蔵
じ ぞ う

寺川
じ が わ

流域からなる。    

当該流域では、昭和５０年、５１年の台風による豪雨により山腹崩壊が多数発生

し、流域は著しく荒廃するとともに、早明浦ダムの濁水の長期化が社会問題となっ

たことから、昭和５１年度より調査を開始、昭和５４年度より直轄砂防事業に着手

している。 

地質は流域の大部分が三波
さ ん ば

川
がわ

帯
たい

、瀬戸川支流や地蔵寺川支流の流域の南側が御荷
み か

鉾
ぶ

緑色岩類
りょくしょくがんるい

に属し、脆弱で土砂流出が活発な流域である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 吉野川上流域の位置図 

図-2 四国の地質および地すべり分布 
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汗見川および地蔵寺川と吉野川の合流点付近では、上流から流出した土砂の堆積

が確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉野川上流域には,地すべり危険箇所が３９箇所、土石流危険渓流が１２０渓流分

布している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 汗見川、地蔵寺川と吉野川の合流点の状況 

図-3 土石流危険渓流、地すべり危険箇所の分布 

大 川 村 

い の 町 

土 佐 町 

本 山 町 

：土石流危険渓流Ⅰ 

：土石流危険渓流Ⅱ 

：地すべり危険箇所 

国道 439号 

国道 194号 

県道 264号 

県道 17 号 

県道 6 号 

県道 40号 

汗見川 

地蔵寺川 

吉野川本川（早明浦ダム下流） 

早明浦ダム 
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１．２ 吉野川上流域で現在実施中の事業 

 吉野川上流域における直轄砂防事業は、水系砂防はもとより、近年に土石流が発生し

た渓流等の土石流危険渓流の対策、災害時要援護者関連施設の保全対策、及び崩壊地の

土砂流出抑制などを中心に事業を実施している。 

 また、平成１６年に同時多発的に発生した土石流災害箇所への対応として砂防えん堤

の整備を実施中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箇所名 事業内容 所在地 備考 

屋所
やところ

谷
だに

 砂防えん堤 高知県長岡郡本山町屋所地先   

下モ
し た

田谷
だ だ に

 砂防えん堤 高知県土佐郡土佐町田井地先 災害時要援護者関連施設の保全 

谷
たに

の
の

本谷
ほんたに

 砂防えん堤 高知県土佐郡土佐町田井地先 災害時要援護者関連施設の保全 

朝谷 山腹工 高知県土佐郡大川村朝谷地先   

つえ谷 山腹工 高知県土佐郡大川村川崎地先   

在所
ざいしょ

谷
だに

 砂防えん堤 高知県吾川郡いの町脇ノ山地先   

境
さかい

小谷
こ た に

 砂防えん堤 高知県吾川郡いの町長沢地先   

上津川
こ う づ か わ

 砂防えん堤 高知県土佐郡土佐町上津川地先 平成１６年災害対応 

西の谷 砂防えん堤 高知県土佐郡土佐町西の谷地先 平成１６年災害対応 

桃ヶ谷 砂防えん堤 高知県土佐郡大川村船戸地先 平成１６年災害対応 

アカラギ谷 砂防えん堤 高知県土佐郡大川村船戸地先 平成１６年災害対応 

鈴ヶ谷 砂防えん堤 高知県土佐郡大川村船戸地先 平成１６年災害対応 

寺谷 砂防えん堤 高知県土佐郡土佐町寺谷地先 平成１６年災害対応 

 

 

 吉 野

図-4 事業実施箇所の位置図 

表-1 事業実施箇所一覧 

現在の事業実施箇所 位置図

吉野川

早明浦ダム

下モ田谷えん堤

谷の本谷えん堤

屋所谷えん堤

上津川えん堤

西の谷えん堤

朝谷山腹工
桃ヶ谷えん堤

アカラギ谷えん堤

鈴ヶ谷えん堤

寺谷えん堤

つえ谷山腹工

在所谷えん堤群

境小谷えん堤

はＨ１６年の被災箇所

早明浦ダム上流域

地蔵寺川流域

汗見川流域現在の事業実施箇所 位置図

吉野川

早明浦ダム

現在の事業実施箇所 位置図

吉野川

早明浦ダム

下モ田谷えん堤

谷の本谷えん堤

屋所谷えん堤

上津川えん堤

西の谷えん堤

朝谷山腹工
桃ヶ谷えん堤

アカラギ谷えん堤

鈴ヶ谷えん堤

寺谷えん堤

つえ谷山腹工

在所谷えん堤群

境小谷えん堤

はＨ１６年の被災箇所はＨ１６年の被災箇所

早明浦ダム上流域

地蔵寺川流域

汗見川流域
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土石流から人家、田畑、及び役場支所等の重要な施設を保全するため整備を

実施中。 

 

 

 

写真-4 境
さかい

小谷
こ た に

えん堤 

写真-2 屋所
やどころ

谷
だに

えん堤 写真-3 在所
ざいしょ

谷
たに

えん堤 

屋所谷

汗見川

屋所谷えん堤

屋所谷

汗見川

屋所谷えん堤

在所谷えん堤群

吉野川

在所谷えん堤群

吉野川

境小谷えん堤
本川小学校

本川支所

境小谷えん堤
本川小学校

本川支所
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老人保健施設や病院の災害時要援護者関連施設を土石流から保全するため、整備を実

施中。 

 

平成１６年８月に発生した台風 15 号による被災箇所において、土石流などの再度災

害防止の観点から以下の６箇所でえん堤を整備中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-6 上津川
こうづがわ

えん堤と西の谷えん堤 

写真-5 下モ
し た

田谷
だ た に

えん堤、谷
たに

の本谷
ほんたに

えん堤 

西の谷川

上津川

県道17号本川大杉線

上津川えん堤

西の谷えん堤

西の谷川

上津川

県道17号本川大杉線

上津川えん堤

西の谷えん堤 H16 年上津川上流の崩壊状況 

上津川えん堤 

西の谷えん堤 

下モ田谷

下モ田谷えん堤

国道４３９号

病院
（早明浦病院）

介護老人保健施設
（レイクビューさめうら）

吉野川上流 高知県土佐郡土佐町

谷の本小谷

谷の本谷

谷の本谷えん堤

下モ田谷

下モ田谷えん堤

国道４３９号

病院
（早明浦病院）

介護老人保健施設
（レイクビューさめうら）

吉野川上流 高知県土佐郡土佐町

谷の本小谷

谷の本谷

谷の本谷えん堤
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写真-8 鈴ヶ谷えん堤 写真-9 寺谷えん堤 

アカラギ谷

桃ヶ谷
桃ヶ谷線

アカラギ谷えん堤

桃ヶ谷えん堤

アカラギ谷

桃ヶ谷
桃ヶ谷線

アカラギ谷えん堤

桃ヶ谷えん堤

写真-7 アカラギえん堤と桃ヶ谷えん堤 

アカラギえん堤 

桃ヶ谷えん堤 

H16 桃ヶ谷の被災状況え

県道本山大杉線

鈴ヶ谷
鈴ヶ谷右支渓

鈴ヶ谷えん堤

県道本山大杉線

鈴ヶ谷
鈴ヶ谷右支渓

鈴ヶ谷えん堤

南川農道

県道高知伊予三島線

瀬戸川

寺谷第２えん堤

寺谷第１えん堤

南川農道

県道高知伊予三島線

瀬戸川

寺谷第２えん堤

寺谷第１えん堤

鈴ヶ谷えん堤 
寺谷第２えん堤 

H16 被災状況→ 
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白滝鉱山の跡地である朝谷川流域では、平成１６年８月台風１５号豪雨等により崩

壊が多発した。当該流域では、早明浦ダムの濁水の原因となる土砂流出を軽減するた

め山腹工等により健全な森林の形成を図る。 

 

                     

早明浦ダムへの土砂流出の抑制・調

節を行うとともに、砂防えん堤や崩

壊地の緑化対策のための山腹工等

の整備を実施中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-10 朝谷全景 

写真-11 つえ谷山腹工
さんぷくこう

 

※山腹工
さんぷくこう

（山腹保全工） 

崩壊地、とくしゃ地等の荒廃地に

おいて、斜面勾配の緩和等を行うと

ともに、斜面に植生を導入すること

で、表土の風化、侵食、崩壊の拡大

を防止し、斜面からの土砂流出を軽

減するもの。土砂流出の軽減だけで

なく、環境や景観に優れた山腹斜面

の形成に寄与することができる。 

早明浦ダム

つえ谷山腹工

早明浦ダム

つえ谷山腹工

白滝の里白滝の里
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２．事業の必要性 
２．１ 事業を巡る社会情勢等の変化 

２．１．１ 過去の災害実績 

吉野川上流域では、昭和５０年の台風５号・６号、５１年の台風１７号と２年連

続の豪雨により山腹崩壊が多数発生し、流域は著しく荒廃するとともに、早明浦ダ

ムの濁水の長期化が社会問題となった。 

また、平成１６年８月には台風１５号豪雨により吉野川上流域で同時多発的に土

砂災害が発生、道路が寸断され多くの集落が孤立し生活関連物資の調達や広域的な

輸送に大きな影響を及ぼした。 

 

 

 

 

 

 

発生年月日 原因 主な被害状況 

安政元年（1854 年）11 月 5 日 地震 土佐町有間で大崩壊が発生 

明治 32 年（1899 年）8 月 28 日 台風 
吉野川上流域で死者 16 名、行方不明 32 名、家屋
全壊 74 戸の被害が発生 

土佐町田井において土石流により、死者 2 名、負傷
者 3 名、家屋全壊 2 戸の被害が発生 

昭和 47 年（1972 年）9 月 8 日 秋雨前線 大川村上小南川川口において土石流により、死者
2 名、軽傷者 4 名、家屋全半壊 3 戸、発電所不能 7
日間の被害が発生 

昭和 49 年（1974 年）9 月 9 日 台風 18 号 土佐町において土石流により家屋等の被害が発生 

昭和 50 年（1975 年）8 月 17 日・23 日 台風 5・6 号 
大川村において、死者 4 名、負傷者 4 名、家屋全壊
31 戸・半壊 14 戸の被害が発生 

昭和 51 年（1976 年）9 月 8 日～13 日 台風 17 号 
土佐町有間において、がけ崩れにより家屋半壊等
7 戸、田畑埋没 1ｈａの被害が発生 

平成 16 年（2004 年）8 月 17 日 台風 15 号 
大川村・土佐町において、負傷者 2 名、家屋全壊 8
戸、一部損壊 7 戸、土砂流入 2 戸の被害が発生 

表-2 吉野川上流域における過去の災害状況 
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写真-13 昭和４９年９月 台風１８号による
土石流被害（土佐町） 

写真-12 昭和４７年９月 秋雨前線豪雨
による土石流被害（大川村） 

写真-14 昭和５１年台風１７号による被害
長沢ダム下流（いの町）＊１ 

台風１７号による総雨量＊１ 

吉野川上流域 

流域面積 417? （早明浦ダム上流域） 

崩壊面積 2,264,804㎡ 
崩壊面積率 0.54％ 
崩壊個数 6,581個 

流域面積 417? （早明浦ダム上流域） 

崩壊面積 3,698,166㎡ 
崩壊面積率 0.89％ 
崩壊個数 10,561個 

昭和 50 年台風 5号、6号後 昭和 51 年台風 17 号後 

表-3 崩壊の発生状況＊２ 

＊１ 吉野川水系濁水調査専門委員会報告書 昭和55年3月 

＊２ 吉野川濁水対策調査報告書 昭和53年3月 建設省河川局 
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平成16年8月20日高知新聞 

上津川 

桃ヶ谷 

鈴ヶ谷 
大川橋下流 

寺谷 

こうづがわ 

船戸地区集落 

朝谷地区 

白滝の里 

中切地区集落 

大川小学校 

小松地区集落 

大川村役場 

ＪＡ、郵便局 

上津川地区集落 こうづがわ 

× 

× 

× 

× 

上津川上流の崩壊 
こうづが 

桃ヶ谷 

土石流 
県道本川大杉線 

土石流 鈴ヶ谷 

寺谷 

職員による調査 

大川橋下流で発生した土石流と小松地区

大川村役場 

小松地区 

早明浦ダム 

土石流 

× 

トンネル内にも多量の

土砂が堆積 

道路が土砂で埋没 

３日間で総雨量

1,000mm以上の記

録的豪雨を観測 

図-5 平成１６年８月の台風１５号豪雨による被害状況 
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２．１．２ 災害発生時の影響 

 吉野川上流域における直轄砂防事業は、下記の目的で実施している。 

 

①水系
す い け い

砂防
さ ぼ う

 

吉野川上流域および吉野川中流域から洪水時に流出する土砂を少なくして、池田

地点下流において多量の土砂混入により発生する浸水被害を軽減する。 

②地先
ち さ き

対策
た い さ く

 

吉野川上流域内における土石流による人的被害、家屋被害、田畑の埋没・流失な

どの被害や浸水被害を軽減する。早明浦ダム上流域においては、崩壊による土砂流

出によって早明浦ダムへの流入する土砂の抑制を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 直轄砂防事業が対象とする土砂移動現象 

 

図-6 吉野川上流域と砂防基準点（池田）の位置図 
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吉野川上流

土石流氾濫被害

土砂込みによる流量増加
土砂・洪水氾濫被害

降　雨降　雨

●砂防事業が対象とする土砂移動現象とそれに伴う被害

河床上昇に伴う
土砂・洪水氾濫被害

 　　　　　土砂流出
  (掃流砂，浮遊砂，ｳｵｯｼｭﾛｰﾄﾞ)

（地先） 
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①水系砂防の効果 

 もしも、吉野川中流域および上流域で砂防事業が実施されていなければ、池田地

点には、1/100 確率規模の洪水により約 1,500 万? もの土砂が流出し、その影響で池

田地点下流域において浸水被害が増加することとなる。 

 想定氾濫区域の市町村の人口は、下図に示すとおり依然高い状況にあり、水系砂

防対策の必要性は高い。 

【池田下流の土砂・洪水氾濫】 

 ●浸水被害発生区域     三好市、東みよし町、つるぎ町、美馬市、 

吉野川市、阿波市、石井町、上板町、 

板野町、藍住町、徳島市、北島町、松茂町 

（5市 8町） 

 ●浸水被害面積       約２３３ｋｍ２ 

 ●吉野川上流域の寄与率（流出土砂量から算定） 約１７.７% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、吉野川上流域内においても、土砂・洪水氾濫による浸水被害が発生する可

能性がある。 

【汗見川・地蔵寺川流域 土砂・洪水氾濫】 

 ●浸水被害面積 約０．２２ｋｍ２ 

 ●被災家屋数  ６５戸 

 ●被災事業所数 １２箇所 

 ●被害額  約４７億円（１/１００） 

図-8 想定浸水区域に該当する市町村人口の推移 

 （高知県 HP、市町村世帯数及び人口より） 
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②地先対策の効果 

早明浦ダム上流域、汗見川流域、及び地蔵寺川流域内の 120 箇所（土石流危険渓流）

の土石流により、人的被害、家屋被害、事業所被害等が発生する。 

 

【早明浦ダム上流・汗見川・地蔵寺川流域 土石流氾濫】 

 ●浸水被害面積 約２．３ｋｍ２ 

 ●被災家屋数  ７５３戸 

 ●被災公共施設等数 １０５箇所 

 ●被害額  約６０５億円（１/１００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-15 イシガ谷えん堤  高知県土佐町 

豪雨により発生した崩壊

土石流として流下

保全対象

イシガ谷えん堤が土
石流を止め下流の家
屋や道路を守った

豪雨により発生した崩壊

土石流として流下

保全対象

イシガ谷えん堤が土
石流を止め下流の家
屋や道路を守った

平成１６年８月 
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２．１．３ 災害発生の危険度 

 吉野川上流域では、平成１６年８月台風 15 号により、大川村や土佐町で土石流が

発生し多大な被害を受けた。流域の土砂整備率は約１７％と低い状況であり、ひと

たび豪雨に見舞われれば大きな土砂災害が発生する可能性が高いと言える。 

 また、地形が急峻で河川沿いを走る幹線道路は幅員が狭いため、土砂災害により、

通行に支障をきたし集落や観光宿泊施設が孤立する可能性が高い状況である。 

平成１６年８月の台風１５号豪雨により発生した土砂災害により、自然教育セン

ター白滝が孤立し、施設利用中の子供達がヘリコプターで救出されたことは記憶に

新しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-16 平成１６年８月台風１５号豪雨により大川橋下流
で発生した土石流と小松地区 

 

写真-17 平成１６年８月台風１５号豪雨による土砂災害によ
り孤立化した自然教育センター白滝（ヘリコプター
による救出）      平成 16年 8 月 20日高知新聞 

 

土石流 

小松地区 

早明浦ダム 

大川村役場 

道路が土砂で埋没 
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２．１．４ 地域開発の状況 

四国の水源地域である吉野川上流域には、豊かな自然環境が残されており、紅葉や

森林浴等のレクリエーションを目的とした観光客が県内外から訪れている。またダム

湖は、釣りやボート等のレジャーに利用されている等、四国の観光資源の一つとなっ

ている。加えて、当該流域内にある早明浦森林公園、自然教育センター白滝等は、地

域に住む子供達への自然学習・教育の場を提供している。 

施設整備にあたっては、豊かな自然環境との調和に配慮し、釣りや水遊びが楽しめ

る水辺空間、自然景観を創出するといった観点や、間伐材を利用することで自然景観

への配慮に加え、地域の重要な産業である林業の活性化といった観点で地域開発に貢

献している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１．５ 地元の協力体制 

「四国直轄（吉野川・重信川）砂防事業促進期成同盟会」において、吉野川上流域

の直轄砂防事業の推進は重点要望事項のひとつとされており、地元本山町、大川村、

土佐町、いの町も事業の継続並びに早期完成を熱望している。 

事業の推進にあたっては、管内７市町村の行政担当者で組織する「事業連絡調整会

議」、小学生を対象とした「砂防学習会」、一般を対象にした「出前講座」などを開催

し、事業調整や情報提供・交換を行うなどの取り組みを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-20 砂防学習会、出前講座の状況 

 

(a)砂防学習 (b)出前講座 

写真-18 桑瀬床固工群
くわせとこがためこうぐん
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２．２ 事業の投資効果 

 吉野川上流域の砂防事業の目的は、前述したように水系砂防と地先対策である。

これらの効果については、水系砂防と地先対策別に砂防事業を実施しなかった場合

の災害発生時の影響を検討した。 

 

 吉野川上流域において、現在までに直轄砂防事業で整備した施設は、下記のとお

りである。 

    ●直轄事業着手年        昭和５４年度 

    ●整備済み砂防施設 

      砂防えん堤         ４５基 

        護岸工          １箇所 

      渓流保全工（流路工）     ２箇所 

        床固工          ２箇所 

      合   計         ５０施設 

    ●整備率（平成１８年度末）   約１７％ 

 

 吉野川上流域における直轄砂防事業の投資効果分析は次のとおりである。 

 

 ①総事業費の算定について 

   総事業費は、既投資事業費、残事業費、及び維持管理費の合計とした。全体

の施設配置計画がないため、残事業費の算出は、過去の投資事業費（既投資事

業費）と整備済土砂量の関係から、未整備土砂量（今後整備すべき土砂量）に

対する事業費として算定した。また、残事業費は、社会的割引率により現在価

値化した。整備期間については、残事業費と近年の平均事業費から必要期間を

算定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：百万円 

 

表-4 吉野川上流域直轄砂防の総費用 

69,642総費用（Ｃ）

事業費*0.5％*50年間1,935維持管理費

現在から事業完了までの投資額35,208残事業費

事業開始から現在までの投資額32,499既投資事業費

備 考現在価値項 目

69,642総費用（Ｃ）

事業費*0.5％*50年間1,935維持管理費

現在から事業完了までの投資額35,208残事業費

事業開始から現在までの投資額32,499既投資事業費

備 考現在価値項 目
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 ②総便益（効果額）の算定について 

   砂防施設の耐用年数については、他の公共施設と同様に、全体計画施設整備

完了後５０年と考え、便益発生期間５０年とした。 

   ただし、砂防施設においては、全体計画施設整備完了までの事業期間中にお

いても、完成した施設の効果量に比して、浸水被害軽減効果および地先対策効

果を発揮しているため、現時点での効果額を算出して便益に計上した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：百万円 

その他の効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

表-5 便益算定項目と効果額 

表-6 分析結果 

109,372総便益（Ｂ）

22,540その他の効果

40,117公共土木施設被害軽減効果

253農作物被害軽減効果 治水経済マニュアル（案）H17年4月、土石流対策
事業の費用便益分析マニュアル（案）H12年2月

40,682一般資産被害軽減効果

公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針
H16年2月（ライプニッツ方式）5,780人的被害軽減効果

算出方法現在価値項 目

109,372総便益（Ｂ）

22,540その他の効果

40,117公共土木施設被害軽減効果

253農作物被害軽減効果 治水経済マニュアル（案）H17年4月、土石流対策
事業の費用便益分析マニュアル（案）H12年2月

40,682一般資産被害軽減効果

公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針
H16年2月（ライプニッツ方式）5,780人的被害軽減効果

算出方法現在価値項 目

＊１ 「治水経済マニュアル（案）」H17年4月 
＊２ 「治水経済マニュアル（案）」H17年4月、「土石流対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」H12年2月 

営業停止損失軽減効果＊１、応急対策費用軽減効果＊１、災害復旧費用軽減効果、交通途絶被害軽減効果＊１、
発電所被害軽減効果、観光産業被害軽減効果、土砂災害に対する不安軽減効果＊２

％5.5経済的内部収益率(B≒Cとなる割引率）

百万円39,730純現在価値（Ｂ－Ｃ）

－1.57費用便益比（Ｂ／Ｃ）

百万円109,372総便益（Ｂ）

百万円69,642総費用（Ｃ）

単位
現在価値及び

分析結果
項 目

％5.5経済的内部収益率(B≒Cとなる割引率）

百万円39,730純現在価値（Ｂ－Ｃ）

－1.57費用便益比（Ｂ／Ｃ）

百万円109,372総便益（Ｂ）

百万円69,642総費用（Ｃ）

単位
現在価値及び

分析結果
項 目
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③その他の効果（植生回復効果）について 

   早明浦ダム上流域では、1975 年（S50 年）、1976 年（S51 年）の度重なる台風

災害により流域の各所で崩壊が発生したが、その後の砂防や治山事業などによ

る対策により崩壊地に植生が回復している。 
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図-9 植生回復の事例（早明浦ダム上流域） 
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   砂防事業等により斜面の安定化（斜面勾配の緩和,起伏の整生等）を図り浸食

防止を行うことで、植生が自然に回復する場合に比べ早期に植生を回復させる

ことができる（つえ谷の事例）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-21 つえ谷の変遷 

 

1976（S51）年 災害後 1989（H1）年 

1993（H5）年 災害後 2004（H16）年 災害後 
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図-10 植生回復の事例（つえ谷） 
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２．３ 事業の進捗状況 

吉野川上流域の砂防事業は昭和５４年度に着手され、昭和５７年度に吉野川最大

の貯砂量を持つ瀬戸川えん堤が完成、平成１２年度には豊かな水辺空間を利用で 

きる桑瀬床固工群
くわせとこがためこうぐん

が完成するなど着実な事業進捗が図られている。 

◆平成１８年度までに完成した施設数  ５０施設 

 （えん堤４５基、護岸工１箇所、渓流保全工２箇所、床固工２箇所） 

◆土砂整備率 約１７％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ａ)瀬戸川えん堤 

写真-22 事業の進捗状況 

(ｂ)平成１６年の被災状況と整備中の鈴ヶ谷
すずがたに

えん堤 

土石流 

図-11 吉野川上流域の完成施設 

 

えん堤 ４５基

渓流保全工、護岸工、床固工 ５箇所

えん堤 ４５基

渓流保全工、護岸工、床固工 ５箇所

いの町

大川村

土佐町

本山町

早明浦ダム

地蔵寺川

汗見川
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３．事業の進捗の見込み 
吉野川上流域の砂防事業は、今後も水系砂防に効果のある箇所、土石流危険渓流の対策、

災害時要援護者関連施設の保全対策などについて、事業の優先度を設定し効率的な事業の実
施に努めていく。 
現在のところ約１７％の進捗ではあるが、施設の設計段階や施工段階において、さらなる

コスト縮などにより効率化を図り事業の早期効果発現を目指す予定である。 
 
現在の事業実施箇所の工事進捗状況は以下のとおりである。 
事業の実施にあたっての問題は生じておらず、地元自治体や地域住民も砂防施設の早期完

成を熱望しており、すべての面において順調に事業進捗が図れるものと考えている。 
 
●土石流危険渓流の対策 

屋所
やどころ

谷
だに

えん堤は、平成１５年度に事業着手し現在はえん堤の整備を実施中である。今後はえん
堤、渓流保全工等の整備を進め平成２１年度に完成する予定である。 

在所
ざいしょ

谷
だに

えん堤群は、平成１５年度に事業着手しえん堤１基が平成１７年度に完成、現在は２基
目のえん堤の整備に着手したところである。平成２０年度の完成を目指す。 

境
さかい

小谷
こ た に

えん堤は、平成１９年度に事業着手し現在は用地取得段階である。平成２３年度の完
成を予定している。 

●再度災害防止 

→上津川
こうづがわ

えん堤・西の谷えん堤・桃ヶ谷えん堤・アカラギ谷えん堤・鈴ヶ谷えん堤・寺谷えん堤 
平成１６年に発生した土石流災害への対応として、８箇所でえん堤の整備に着手し、平成

１８年度までに２箇所が完成している。残りの６箇所のえん堤部分の施工はすべて平成１９
年度に完成する予定。その後、流末処理や付け替え道路等の整備を進め、平成２０年度には
すべての箇所の対策が完了する予定である。 

●災害時要援護者関連施設の保全 

災害時要援護者関連施設である病院、老人保険施設等を土石流から保全するため、下モ
し た

田
だ

谷

えん堤、谷
たに

の
の

本谷
ほんたに

えん堤の整備を各々平成１６年度、１７年度より実施している。今後も円滑
な事業進捗に努め、下モ田谷えん堤が平成２０年度、谷の本谷えん堤が平成２１年度の完成を
目指す。 

●崩壊地等からの土砂流出抑制対策 

朝
あさ

谷
たに

山腹工
さんぷくこう

は、平成１０年度に事業着手し山腹工の整備を中心に実施してきた。平成４年、５
年に上部の新たな崩壊が発生。今後も円滑な事業進捗に努め早期の完成を目指す。 
つえ谷山腹工は、昭和６２年度に事業着手し砂防えん堤２基、山腹工等を整備してきた。平成
１６年には各所で崩壊が発生し。今後も山腹工、えん堤等の整備を進め早期の完成を目指す。 

 
 

（参考）渓流
けいりゅう

保全工
ほぜんこう

 
渓床や渓岸侵食などを防止する目的で、床固工、帯工、護岸工などを組み合わせた施設を

「渓流保全工」という（河川砂防技術基準同解説（計画編）平成 17 年 11 月）。 
また、改定以前の河川砂防技術基準（案）で取り扱われていた流路工は、渓流保全工に包

括されることになっている。 
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４．コスト縮減の取り組み 

平成１８年度は、建設発生土の工事間利用、撤去を必要としない残存埋設型枠の採用などに
より直轄工事全体で約 210 百万円（約 8％）の工事費削減を実現している。（Ｈ１８年度対象
工事） 
上記のほか、吉野川上流域ではこれまでに砂防ソイルセメント工法やダブルウォール工法の

採用などの取り組みがなされている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

※残存
ざ ん ぞ ん

埋設型枠
ま い せ つ か た わ く

 
 撤去しない残存埋設型枠の採用により、工事費が削減できるほか、 
（１）建設副産物の発生抑制に努められる 
（２）内側からの施工が可能で足場が不要になる 
（３）型枠の解体が不要になるため工期短縮が望める などの利点がある。 
※砂防ソイルセメント工法 
施工現場において現地発生土とセメント等を攪拌・混合して製造し、砂防えん堤本体

や基礎部の地盤改良などに活用する工法である。 
※ダブルウォール工法 
えん堤の上下流面を鋼製の壁面で覆いタイ材で連結した中に現地発生土等を中詰め

した補強土工法である。 
主な特徴としては以下のとおり 

（１）コスト縮減 
 【材料費の縮減、搬出運搬・処分費の縮減】 
（２）安全性の向上 
 【汎用建設機械による省人化、仮設の減少等】  
（３）資源循環型社会への寄与 
 【土捨場の不要、建設機械の使用頻度の減少】 
 

ダブルウォール施工状況 ソイルセメント攪拌状況（えん堤基礎部） 

写真-23 コスト縮減の取り組み 

(a)砂防ソイルセメント工法を採用した

井口
い ぐ ち

谷
だに

えん堤 
(b)ダブルウォール工法を採用した 

上津川
こうづがわ

えん堤 

ざんぞんまいせつかたわく 
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５．再評価の概要 
 

事業名 直轄砂防事業 事業種別 砂防事業 

水系名等 一級河川吉野川 河川名等 吉野川上流域 

事業主体 国土交通省 管理者名 国土交通省、高知県 

市町村名（事業区間） 高知県本山町、土佐町、大川村、いの町 面積 575.0km2 

事業採択年度 昭和５４年度 

事業期間 昭和５４年度～ 

用地着手 昭和５４年度 工事着手 昭和５４年度 

再評価実施理由 事業採択後 10 年間を経過した時点で継続中の事業 

 

 

事

業

の

概

要 

全体事業費 ６７,７０７百万円 

 

 ●水系砂防 

  吉野川上流域からの流出土砂を軽減し、吉野川下流域において多量の土砂混入により発

生する浸水被害を軽減する。 

 ●地先対策 

  吉野川上流域内における土石流による人的被害、家屋被害、田畑の埋没等の被害や浸水

被害を軽減する。早明浦ダム上流域においては、崩壊による土砂流出によって早明浦

ダムへの流入する土砂の抑制を行う。 

 

吉野川上流域においては、平成１８年度末で５０施設が完成しており、進捗率は約１７％で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

事業の目的 

構成施設（全体事業量） 

位 置 図 

事業評価対象 ：吉野川上流域
（早明浦ダム上流域・汗見川流域・地蔵寺川流域）

吉野川

汗
見
川
流
域

地蔵寺川
流域

早明浦ダム

早明浦ダム上流域

事業評価対象 ：吉野川上流域
（早明浦ダム上流域・汗見川流域・地蔵寺川流域）

吉野川

汗
見
川
流
域

地蔵寺川
流域

早明浦ダム

早明浦ダム上流域

吉野川流域

直轄砂防区域

吉野川流域

直轄砂防区域
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【再評価の視点】 

 

吉野川上流域は、過去に幾度となく土砂災害が発生しており、地質的にも土砂
災害発生の危険性が高い地域である。また、災害発生時の影響は広範囲におよ
び被害額は甚大である。 

 

吉野川上流域では、まだまだ整備水準が低く、計画規模の土砂移動現象が起き
れば、吉野川下流域で浸水被害が発生するほか、流域内では土石流が発生し、
人的被害に加え交通網途絶等の多大な被害が生じる。 

 

吉野川上流域では、昭和５０年の台風５号・６号、５１年の台風１７号と２年
連続の豪雨により山腹崩壊が多数発生し、流域は著しく荒廃するとともに、早
明浦ダムの濁水の長期化が社会問題となった。平成１６年８月台風 15号豪雨で
は各所で崩壊や土石流が発生し、家屋被害や道路の寸断などの被害が多数発生
した。 

 

吉野川上流域には、豊かな自然環境が残されているため、県内外の住民が

紅葉や森林浴等のレクリエーションに利用している。また、地元町村は、

村おこし、観光振興、水源地保全等のための各種事業やイベントを積極的

に実施し地域活性化を図っている。 

 

 

 

事

業

を

巡

る

社

会

経

済

等

の

変

化 

 

地

域

の

状

況 
 
 
当該地域住民は、過去に幾度となく土砂災害を経験しており、事業に対し
て大変協力的であり、事業の継続並びに早期完成を熱望している。 

 
 
過疎化・高齢化の進行により人口は減少傾向を示しているが、今後も災害発生
時の影響については大きく変化しないものとして算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

事 

 

業 

 

の 

 

必 

 

要 

 

性 

事

業

の

投

資

効

果 

 
 
現在の費用便益比：B/C＝１．５７ 
（基準年：平成１９年度 便益発生期間：施設完成後５０年で算出） 
 総費用：     ６９,６４２百万円 
 総便益：    １０９,３７２百万円 

 
 
 執行済み額（平成１８年度末） 
  事 業 費：３２，４９９百万円（進捗率１７．１％） 
  うち用地費：６０８百万円 

 
 
地元自治体、地元住民は協力的であり、今後も円滑な事業実施が望める状況である。 
 

現状での課題 

過去の災害実績 

災害発生時の影響 

地域の開発の状況 

評価の基となる需要予測 

費用便益比 

事業の進捗状況 

事業進捗の見込み（今後の見通し） 

地域の協力体制 
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代
替
案
の
可
能
性
検
討 

特になし。 

コ
ス
ト
縮
減
や
代
立
案
の
可
能
性 

コ
ス
ト
縮
減
方
策 

従来の鋼製型枠に変えて型枠の解体のいらない残存埋設型枠による工期

短縮、現地発生土を利用したソイルセメント工法やダブルウォール工法、

及び透過型えん堤の採用による効率化など積極的に導入していく。 

地
方
公
共
団
体
の
意
見 

四国直轄（吉野川、重信川）砂防事業期成同盟会において、吉野川上流域の直

轄砂防事業の推進は重点要望事項のひとつとされており、地元も事業の継続並

びに早期完成を熱望している。 

対
応
方
針
案 

事業継続 

 




